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日
本
共
産
党
県
議
団
は

昨
年
の
県
議
選
・
松
江
、

出
雲
で
引
き
続
き
２
議
席

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
し
い
年
も
皆

さ
ん
と
固
く
団
結
し
、
６

９
万
県
民
の
く
ら
し
と
命

を
守
る
議
席
と
し
て
全
力

で
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。 

 

議
員
の
役
割
は
、
第
一

に
住
民
の
声
を
議
会
に
届

け
政
治
を
前
向
き
に
動
か

す
こ
と
、
第
二
に
行
政
を

住
民
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
現
場
に
足
を
運
び
、
声

を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に

毎
議
会
質
問
に
立
ち
、
県

議
会
唯
一
の
野
党
と
し
て

力
を
尽
く
し
ま
す
。 

 

安
倍
政
権
は
昨
年
９
月

１
９
日
、
国
民
の
反
対
の

声
を
無
視
し
て
、
憲
法
違

反
の
戦
争
法
を
強
行
成
立

さ
せ
ま
し
た
。
立
憲
主
義
、

民
主
主
義
、
平
和
主
義
に

真
っ
向
か
ら
反
す
る
暴
挙

で
す
。
戦
争
法
を
廃
止
す

る
た
め
に
、
と
も
に
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、

福
島
の
原
発
事
故
は
未
だ

に
収
束
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

年
は
、
島
根
原
発
の
再
稼
働

に
向
け
て
正
念
場
の
年
と

な
り
ま
す
。
原
発
に
絶
対
の

安
全
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。

「
原
発
ゼ
ロ
」
で
安
心
・
安

全
の
島
根
を
つ
く
ろ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

い
よ
い
よ
参
院
選
の
年

で
す
。
消
費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
推
進
、
社
会
保
障
切
り
捨

て
、
憲
法
改
悪･

･
･

安
倍
政

権
の
暴
走
は
目
に
余
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
安
倍
政
権

を
一
日
も
早
く
退
陣
さ
せ
、

政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。 

国
の
政
治
が
ひ
ど
い
時

だ
け
に
、
地
方
政
治
が
住
民

の
く
ら
し
を
守
る
本
来
の

役
割
を
発
揮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
党
県
議
団

は
、
く
ら
し
の
守
り
手
と
し

て
頑
張
り
ま
す
。 

 

戦
争
法
の
強
行
か
ら
３

カ
月
の
１
２
月
１
９
日
、
県

内
各
地
で
戦
争
法
廃
止
の

訴
え
が
師
走
の
街
に
響
き

ま
し
た
。 

 

松
江
、
出
雲
両
市
で
日
本

共
産
党
や
民
主
党
、
社
民
党

が
合
同
で
戦
争
法
廃
止
を
訴

え
た
ほ
か
、
浜
田
市
で
党
議

員
が
宣
伝
し
ま
し
た
。 

 

益
田
、
大
田
両
市
で
は
女

性
た
ち
が
「
レ
ッ
ド
ア
ク
シ

ョ
ン
」、
江
津
市
で
は
９
条
の

会
が
宣
伝
、
出
雲
市
で
は
「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
は
許
さ
な

い
出
雲
の
会
」
が
集
会
と
署

名
行
動
を
し
、
雲
南
市
で
も

集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

松
江
市
の
大
型
店
前
の
３

党
合
同
宣
伝
に
は
７
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
副
委
員
長
は
「
参
院
選
で

は
野
党
が
協
力
・
共
同
し
て

安
倍
内
閣
を
打
ち
倒
そ
う
」

と
強
調
し
ま
し
た
。
（
写
真
） 

 

民
主
党
県
連
の
角
智
子
副

代
表
、
社
民
党
県
連
合
の
山

本
誉
副
代
表
も
訴
え
ま
し

た
。
聴
衆
か
ら
拍
手
と
「
野

党
は
共
闘
」「
野
党
が
ん
ば

れ
」
の
コ
ー
ル
が
何
度
も

起
き
ま
し
た
。 

「
安
保
法
廃
止
へ
！
新
た

な
共
同
を
！
し
ま
ね
集
会
」

が
１
２
月
１
３
日
、
松
江
市

で
開
か
れ
ま
し
た
。
６
０
０

人
（
写
真
）
が
参
加
し
、
戦

争
法
廃
止
の
２
０
０
０
万
筆

署
名
の
早
期
達
成
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
集
会
は
、
安
保

関
連
法
の
廃
止
を
求
め
る
島

根
大
学
人
の
会
と
県
立
大
有

志
の
会
の
主
催
。 

 

渡
辺
治
・
一
橋
大
名
誉

教
授
が
講
演
し
、「
戦
争
法

反
対
の
国
民
は
６
割
だ

が
、
立
ち
上
が
っ
た
の
は

一
部
。
戦
争
法
廃
止
へ
、

安
倍
政
権
を
追
い
込
ん
で

い
く
た
め
、
ど
う
声
を
上

げ
て
も
ら
う
か
が
大
き
な

課
題
だ
」
と
の
べ
、
２
０

０
０
万
署
名
の
意
義
を

強
調
し
ま
し
た
。 

 

県
外
の
諸
団
体
も
参

加
し
、
広
島
県
庄
原
市

の
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
安

保
法
制
庄
原
市
民
の
会

の
福
山
権
二
事
務
局

長
・
市
議
会
副
議
長
は
、

署
名
に
つ
い
て
「
私
た

ち
の
構
え
に
よ
っ
て
は

も
っ
と
広
が
る
。
若
い

人
も
労
働
組
合
の
人
も

一
緒
に
な
っ
て
大
き
な

取
り
組
み
に
広
げ
よ
う

と
し
て
い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。
シ
ー
ル
ズ
関

西
の
寺
田
と
も
か
さ

ん
、
鳥
取
県
弁
護
士
会

の
大
田
原
俊
輔
元
会
長

も
訴
え
ま
し
た
。
島
根

大
学
人
の
会
が
野
党
共

同
の
後
押
し
な
ど
を
行

動
提
起
し
ま
し
た
。 

●新春のつどい（出雲） 

１月９日（土）午前１０時～ 

出雲市民会館３０１ 

●参院選勝利をめざす女性のつどい（松江） 

１月９日（土）午後２時～ 

松江テルサ大会議室 

 

今
年
の
中
間
地
方
選

挙
は
、
４
月
に
は
川
本

町
議
選
、
１
１
月
に
は

雲
南
市
議
選
が
行
わ
れ

ま
す
。 

川
本
町
で
は
空
白
克

服
を
め
ざ
し
、
雲
南
市

議
選
で
は
病
気
で
急
逝

し
た
故
・
多
賀
三
雄
市

議
の
議
席
を
必
ず
引
き

継
ぐ
た
め
に
全
力
を
あ

げ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
大
平
喜
信

衆
院
議
員
は
１
２
月
１
８

日
、
島
根
原
発
問
題
に
つ
い

て
県
防
災
部
と
懇
談
し
、
原

発
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
懇
談
に
は
、
後
藤
勝

彦
県
委
員
長
、
尾
村
利
成
、

大
国
陽
介
両
県
議
、
片
寄
直

行
、
吉
儀
敬
子
両
松
江
市
議

ら
が
同
席
し
ま
し
た
。 

県
防
災
部
と
の
懇
談
で

は
、
原
子
力
安
全
・
防
災
対

 

島
根
革
新
懇
は
１
２

月
２
０
日
、
出
雲
市
で

６
０
人
が
参
加
し
、
第

３
５
回
定
期
総
会
を
開

き
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

農
民
連
の
真
嶋
良
孝

副
会
長
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
」

と
題
し
て
記
念
講
演
。 

真
嶋
氏
は
「
覚
書
を

含
め
６
７
０
０
ペ
ー
ジ

も
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
う

ち
、
日
本
政
府
が
公
開

し
た
の
は
わ
ず
か
９
７

ペ
ー
ジ
。
半
端
な
情
報

公
開
で
国
会
批
准
を
狙

っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

「
史
上
最
悪
の
農
業
破

壊
協
定
」「
医
療
保
険
制

度
の
破
壊
に
も
つ
な
が

る
」
な
ど
の
危
険
を
告

発
し
ま
し
た
。 

ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら

約
８
万
ト
ン
の
コ
メ
輸

入
を
認
め
る
な
ど
国
会

決
議
違
反
は
明
ら
か
で

あ
り
、「
批
准
を
許
さ
な

い
た
た
か
い
は
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

策
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

避
難
先
の
受
け
入
れ
や
事

故
時
の
移
動
手
段
な
ど
避

難
計
画
に
つ
い
て
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。 

現
地
調
査
で
は
、
片
寄

市
議
が
「
鳥
取
沖
西
部
断

層
及
び
鳥
取
沖
東
部
断
層

（
Ｆ
５
５
断
層
）
と
宍
道

断
層
と
の
連
続
性
・
連
動

性
」
の
徹
底
調
査
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
説
明
。
尾

村
県
議
は
、
度
重
な
る
中

電
の
不
正
に
対
し
、
監

視
・
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強

化
す
る
た
め
に
も
、
中
電

は
原
発
周
辺
自
治
体
（
出

雲
市
、
安
来
市
、
雲
南
市
）

と
安
全
協
定
を
締
結
す
べ

き
と
強
調
し
ま
し
た
。 

大
平
衆
院
議
員
は
「
住

民
の
命
を
脅
か
す
島
根
原

発
の
再
稼
働
な
ど
絶
対
に

認
め
る
わ
け
に
は
な
ら

な
い
。
今
回
の
調
査
を

生
か
し
、
国
会
で
原
発

ゼ
ロ
を
求
め
る
論
戦
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。 

原子力館にある誓いの鐘の前にて 


